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今
年

で 10 歳 ・
魚

沼

市魚
沼
市

報
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お
も
な
内
容

魚 沼 市 制 施 行 １ ０ 周 年 記 念 式 典
税 率 が 変 わ り ま す
パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト 表紙の写真

「堀之内十五夜まつり」
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渡辺謙氏　魚沼市名誉市民へ
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渡辺 謙
俳優

　
私
は
広
神
村
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
父
が
教
諭
を
し
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
入
広
瀬
村
、

守
門
村
に
転
居
。途
中
高
田
市（
現

上
越
市
）、
そ
の
後
小
出
町
に
戻

り
上
京
ま
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　
父
の
実
家
は
堀
之
内
、
と
に
か

く
こ
の
魚
沼
市
の
あ
ら
ゆ
る
村
や

町
に
縁
も
ゆ
か
り
も
す
べ
て
あ
る

の
で
す
。
そ
の
魚
沼
市
か
ら
お
褒

め
の
言
葉
を
頂
け
る
の
で
す
。
本

当
に
嬉
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

魚
沼
市
名
誉
市
民
に
寄
せ
て

渡
辺
　
謙

氏

渡辺　謙　氏　◆主なプロフィール◆
・昭和 53 年　小出高校卒業後、俳優へ
・昭和 62 年　ＮＨＫ大河ドラマ「独眼竜政宗」に主演
・平成 15 年　「ラストサムライ」にて世界進出
・平成 18 年　「明日の記憶」にて日本アカデミー賞
　　　　　　  最優秀主演男優賞受賞

・平成 21 年　「沈まぬ太陽」にて日本アカデミー賞
　　　　　　  最優秀主演男優賞受賞
　　　　　　 ※その他、主演作及び受賞多数

・渡辺謙氏は山岡荘八氏に次ぎ、魚沼市になって
から２人目の名誉市民となります。山岡荘八氏
が原作の「独眼竜政宗」に出演し、一躍全国的
な人気を獲得。俳優としての地位を確固たるも
のにしました。
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～魚沼市の誇りとして、更なるご活躍を期待しています～

　１１月１日㈯に行われる、魚沼市制施行１０周年記念式典（詳細
は次ページ）では、渡辺謙氏の名誉市民称号の授与が予定されてい
ます。当日のご本人の出席については、現在調整中です。
　出欠が分かり次第、魚沼市ホームページにて公表します。

Ｊ Ｒ 小 出 駅 の 入 口 に
は、渡辺謙氏揮

き ご う

毫の銘
板が飾られています。

魚沼市名誉市民へ

魚沼市
名誉市民
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■第１部
　市民憲章唱和、式辞、あいさつ、祝辞　
　来賓紹介、祝電披露、　竣工事業報告
　感謝状贈呈、名誉市民称号授与

■第２部
　ステージアトラクション（干溝歌舞伎、　
　魚沼産☆夢ひかり、魚沼太鼓・響）
　魚沼元気合唱

こ
の
１０
年
に
思
い
を
寄
せ
て

当日は防災弁当を販売します（１個 500 円）
※事前予約が必要です。10 月 22 日㈬まで
に下記へ申込みください。

    問い合わせ・申し込み先
魚沼地域振興局　健康福祉部
      ☎７９２ー８６１２　
       ℻７９２－６３８１

魚沼市制施行１０周年

記念式典開催
日　平成２６年１１月１日（土）
　　１３：３０～１５：３０
場　小出郷文化会館大ホール
問　秘書広報室　☎７９２－１４９４

　入場には整理券が必要です。各市民セン
ターにて、整理券を配布しております。

（魚沼市在住の人、先着３５０名、１家族２枚まで）

　　市民の皆さまも参加ください。

防災・食の
フォーラム

魚沼市制施行１０周年関連イベント

ホワイエ　９：３０～１６：００
　　　　　◦中越大震災＆新潟・福島豪雨パネル展示
　　　　　◦防災弁当販売（12:20 ～ 12:45）ほか

小ホール　９：５０～１２：２０　
　　　　　◦基調講演　地域の強みを生かした災害に強い地域づくり
　　　　　　長岡技術科学大学　上村靖司　教授
　　　　　◦堀之内小学校防災弁当ができるまで（ＤＶＤ上映）
　　　　　◦パネルディスカッション
　　　　　◦堀之内小学校防災弁当紹介

日　平成２６年１１月１日㈯
場　小出郷文化会館

主催：新潟県地域振興局・魚沼市・魚沼市教育委員会

防災弁当 　中越大震災から１０年、堀之内小学校の６年生が、
食をテーマに「地域のひと・もの・こと」について学
んでいます。地域の人から学び、体験し、自分で調
べて防災弁当が完成しました。

創意と工夫の

魚沼花じまんコンテスト

花と緑があふれる魚沼市へ
大ホールロビーにて
入賞・応募作品を展示

１１月 1日～１１月 3 日

平成２６年度コミュニティ助成事業

西名区（守門地域）

集会所のエアコンや

テレビの整備

問まちづくり室　☎７９２－９７５２

宝くじ助成事業で
備品を整備しました 宝くじ助成事業により、今年もコミュニティ活

動への助成が行われました。（３団体）

　助成を受けた団体では、整備した備品を活用

して、地域コミュニティの活性化を図ります。

　一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献
広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源に実施
している事業です。コミュニティ活動の健全な発展を
図ることを目的として、様々なコミュニティ活動に対
し、助成しています。

＊コミュニティ助成事業とは＊

魚 沼 市
美
術
展

■
魚
沼
市
展
賞

■
魚
沼
市
文
化
協
会
長
賞

■
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

■
奨
励
賞

■
佳
作

畔
上　

正
夫

星
野　

正
雄

坂
大　

優
一

若
山　

文
雄

新
保　

利
雄

佐
藤　

守
弘

横
山
さ
と
子

菊
池　

和
好

佐
藤　
　

和

井
口　
　

宏

山
岸　

玲
子

志
田　

幸
夫

桜
井　

明
子

阿
達　

豊
治

瀬
沼　

哲
夫

山
本　

夬
可

佐
藤　
　

萌

小
幡
ト
ミ
エ

桜
井　

博
之

宮　
　

正
子

渡
部　

洋
子

酒
井　

昭
輝

佐
藤　

悌
二

滝
沢　

直
行

根
津　

一
良

渡
部　

洋
子

阿
達
ま
り
子

井
口　

貴
之

大
桃　

道
廣

佐
藤　

吉
晴

外
山　

和
子

日
本
画

洋　

画

書　

道

写　

真

日
本
画

洋　

画

書　

道

写　

真

日
本
画

洋　

画

書　

道

写　

真

日
本
画

洋　

画

洋　

画

洋　

画

書　

道

写　

真

写　

真

写　

真

日
本
画

洋　

画

洋　

画

洋　

画

洋　

画

洋　

画

書　

道

写　

真

写　

真

写　

真

写　

真

 ９月５日～８
日まで開催され
た魚沼市美術展
の入賞者を紹介
し ま す。（ 佳 作
まで・敬称略）

書
道
部
門
魚
沼
市
展
賞

「
貞
心
尼
「
蓮
の
露
」
よ
り
」　

　
　
　
　
　
　

坂
大　

優
一

写
真
部
門
魚
沼
市
展
賞

　
「
火
に
祈
る
」　

若
山　

文
雄

洋画部門魚沼市展賞
　「残雪」　星野　正雄

日本画部門魚沼市展賞
「春を待つ山里」　畔上　正夫

小庭名区（広神地域）

集会所のエアコンの

整備

魚沼太鼓

太鼓や子供用袢天の

整備
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（２階席での観覧になります。）
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　車両廃車や他人に売却した際のお手続きは、お済みでしょ

うか。バイクや軽自動車の課税は、毎年４月１日現在の登録・

所有状況で行われます。

　廃車や売却（名義変更）していても４月１日以前に税務課

や軽自動車検査協会等（車種により手続き先が異なります）

で手続きがお済みでないと、その年度分は課税されますので、

ご注意ください。

時　期　区　分 税率
現　行 平成２６年９月３０日までに開始する事業年度まで １４．７％
新税率 平成２６年１０月１日以後に開始する事業年度から １２．１％

２ＴＡＸ 法人税の変更
平成２６年１０月１日以後に開始する事業年度か
ら、法人税割の税率が下表のとおり変更となります。

※平成２６年１０月１日以後に開始する最初の事

業年度の予定申告額につき、法人税割は前年度の

法人税割の１２分の４．７となります。

税率が変わります
問　税務課　☎７９２－９７５１

　平成２６年３月３１日に公布された地方税法

の一部改正に伴い、軽自動車税・法人市民税に

関する魚沼市税条例の一部を改正しました。

1ＴＡＸ 軽自動車税の変更

　平成２７年度課税分から原動機付自転車、二輪
の軽自動車・小型自動車、小型特殊自動車の税率
が下表のとおり変更となります。

車　種　区　分
税率（年額）

平成２６年度まで 平成２７年度から
原動機付自転車（５０cc 以下） １，０００円 ２，０００円
原動機付自転車（５０cc 超９０cc 以下） １，２００円 ２，０００円
原動機付自転車（９０cc 超１２５cc 以下） １，６００円 ２，４００円
ミニカー（５０cc 以下） ２，５００円 ３，７００円
二輪の軽自動車（１２５cc 超２５０cc 以下） ２，４００円 ３，６００円
二輪の小型自動車（２５０cc 超） ４，０００円 ６，０００円
小型特殊自動車（農作業用） １，６００円 ２，４００円
小型特殊自動車（その他） ４，７００円 ５，９００円

◦原動機付自転車、二輪の軽自動車・小型自動車、小型特殊自動車

車 種 区 分
税率（年額）

平成２７年３月３１日
までの登録車

平成２７年４月１日
以後の登録車

登録後１３年経過
（経年重課）

三輪 ３，１００円 　３，９００円 　４，６００円
四輪乗用（自家用） ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円
四輪乗用（営業用） ５，５００円 　６，９００円 　８，２００円
四輪貨物（自家用） ４，０００円 　５，０００円 　６，０００円
四輪貨物（営業用） ３，０００円 　３，８００円 　４，５００円

　平成２７年度課税分から、三輪・四輪車は平成

２７年４月１日以後に新規登録 ( 初めて車両番号の

指定を受けた ) した際に、下表のとおり新税率が適

用となります。なお、平成２７年３月３１日までの

◦三輪車・四輪車

新規登録車両は登録後１３年まで現行税率のままです
が、新規登録から１３年を経過した場合は平成２８年度
課税分から、下記のとおり経年重課の税率が適用となり
ます。

≪軽自動車等の所有者・使用者の皆さまへ≫

　事業所得（営業・農業）や不動産・山林所得がある「白色申告」の人

について、平成２６年１月から記帳と帳簿書類の保存が必要となりまし

た。これまでは、白色申告の人のうち前々年分あるいは前年分の事業所

得等の金額の合計額が３００万円を超えた人でしたが、事業所得（営業・

農業）や不動産・山林所得を生ずべき業務を行う全ての人が対象となり
ます。
※所得税及び復興特別所得税の申告が必要ない人も、この制度の対象と
なります。

　小千谷税務署による記帳説明会を行います

　　日　平成２６年１１月５日（水）

　　　　１０：００～１１：３０（全所得対象）

　　　　１４：００～１５：３０（農業所得のみ）

　　場　小出郷文化会館小ホール

　
ご存知ですか？

制度の詳細や記帳例については、今号の折
込チラシをご覧ください。
また、国税庁ホームページ（http://www.
nta.go.jp/）にも記載されています。
問小千谷税務署　☎０２５８－８３－０２７４

白色申告者の記帳・帳簿等の保存制度！
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　地下水は、水道水源、冬期間の消雪、農
業及び商工業と多岐に渡り私たちの生活と
密接な関わりを持っています。魚沼市では、
市民の共有財産である地下水の保全と平等
な利用を目指して、「地下水の保全に関する
条例」の制定を進めています。

大切な資源

問　建設室　☎７９９－４６０１

　既設井戸の地下水位を秋と冬に測定することで、地下水の流れと
地下水位低下が大きい区域を推定しました。

季節による地下水の推移

地下水の保全を考える。

■秋季の地下水■冬季の地下水

地下水流向

地下水水位

地下水流向

地下水水位

堀之内地域 湯之谷地域

広神地域

湯之谷地域
小出地域小出地域

堀之内地域

広神地域

守門地域守門地域

地
下
水
の
現
状

　

冬
季
に
は
、
市
街
地
に
お
い

て
地
下
水
位
低
下
に
よ
る
井
戸

枯
れ
が
多
発
し
て
お
り
、
消
雪

に
必
要
な
水
量
の
確
保
に
不
安

が
あ
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
井
戸
深
度
や
井
戸
本

数
、
口
径
な
ど
を
規
制
し
て
い

る
「
地
下
水
の
採
取
に
関
す
る
条

例
」
の
対
象
区
域
は
湯
之
谷
地

域
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
不

公
平
感
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

魚
沼
市
は
利
用
者
が
平
等
に
地

下
水
の
恵
み
を
受
け
ら
れ
る
以

下
の
よ
う
な
ル
ー
ル
づ
く
り
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
ル
ー
ル
（
案
）

■
秋
季
の
地
下
水
の
流
れ

　

秋
季
の
地
下
水
は
、
破
間
川
・

魚
野
川
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い

ま
す
。

■
冬
季
の
地
下
水
の
流
れ

　

冬
季
の
地
下
水
は
、
秋
季
と

は
逆
に
破
間
川
・
魚
野
川
か
ら

市
街
地
方
向
へ
向
か
っ
て
流
れ

て
い
ま
す
。

地
下
水
の
流
れ

　
　
　
　
　
　
（
右
図
）

あなたの声を聞かせてください。

　「地下水の保全に関する条例（案）」についてパブリックコメントを実施して
います。新しいルールづくりにむけて、貴重なご意見を聞かせてください。く
わしい資料は、各市民センター等窓口及びホームページでご覧ください。

１０
月

１５
日
㈬

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

１０
月

１６
日
㈭

入
広
瀬
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

１０
月

２０
日
㈪

広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

１０
月

２１
日
㈫

堀
之
内
公
民
館

１０
月

２２
日
㈬

小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

１０
月

２３
日
㈭

守
門
公
民
館

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も

１９
時
か
ら
で
す
。

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
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◦
市
、
市
民
、
地
下
水
利
用
者
、

　

井
戸
工
事
業
者
が
協
力
し
て

　

地
下
水
の
保
全
と
節
水
に
努

　

め
る
。

◦
公
共
用
、
私
用
を
問
わ
ず
井

　

戸
掘
削
及
び
揚
水
機
の
設
置

　

に
つ
い
て
許
可
制
と
す
る
。

◦
使
用
目
的
、
使
用
場
所
に
よ
っ

　

て
地
下
水
の
揚
水
量
と
設
置

　

す
る
揚
水
機
の
口
径
を
規
定

　

す
る
。

◦
市
は
、
地
下
水
の
枯
渇
が
著
し

　

く
、
地
下
水
の
保
全
の
た
め

　

に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
井

　

戸
の
所
有
者
及
び
使
用
者
に

　

対
し
て
揚
水
の
制
限
等
を
命

　

じ
る
こ
と
が
出
来
る
。

地
下
水
位

　

冬
季
は
消
雪
の
た
め
に
地
下

水
が
多
く
使
わ
れ
る
た
め
、
市

内
全
域
で
地
下
水
位
が
低
下
し

ま
す
。
特
に
堀
之
内
、井
口
新
田
、

佐
梨
、
江
口
付
近
で
大
き
な
水

位
の
低
下
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
集
中
的
な
降
雪
が

あ
る
と
、
消
雪
の
た
め
地
下
水

が
一
斉
に
汲
み
上
げ
ら
れ
、
一

気
に
地
下
水
位
が
低
下
し
て
し

ま
い
ま
す
。
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あなたの声を聞かせてください。

　「魚沼市まちづくり基本条例改正（案）」についてパブリックコメントを実施
しています。皆さんの貴重なご意見を聞かせてください。改正素案は、今号の
折込チラシの他、各市民センター等窓口及びホームページでご覧ください。

市民とつくる

未来の魚沼。

問　企画政策室　☎７９２－１４２５

「魚沼市まちづくり基本条例」の
改正（案）についてお知らせします

　現在の魚沼市まちづくり基本条例は、合併ビジョン
の理念やここに至るプロセスを経て、平成２２年４月
１日より施行しました。
　今回の条例見直しにあたっては、各地域でコミュニ
ティ協議会の設立が進展していること、ＮＰＯ法人な
どまちづくりに関わる組織が誕生していること、総合
計画策定について条例で規定する必要が生じているこ
となどから、自治の基本理念、自治を担う市民、議会、
首長・行政等のそれぞれの役割と責任、市政運営の基
本原則、行政手続、行政評価等について、新たに条文
を追加したものです。

条例改正の背景は？

　地域課題への対応やまちづくりについて、情報の共
有や市民参加・協働など、みんなで良いまちを協力し
てつくっていくための基本原則については、前文を含
め現行の条例趣旨を引き継いでいます。
　なお、今回の改正案の検討にあたっては、市内の団
体からの推薦者や学識経験者からなる「まちづくり基
本条例検討委員会」を設置し、検討を重ねてきました。
　市では、検討委員会からの検討報告書を基に改正素
案の取りまとめを行い、今回、広く市民の皆さんのご
意見をお聞きするため、パブリックコメントを実施し
ます。

より良い条例を目指して

市民説明会を開催します

日　１０月２９日㈬　１９時から
場　小出ボランティアセンター　

募集期間：平成 26 年 10 月 10 日～ 11 月 10 日
提 出 先：〒 946‐8511　魚沼市大沢 213 番地 1
　　　　　企画政策課企画政策室
　　　　　ＦＡＸ　793 ー 1016
　　　　　Email　kikaku@city.uonuma.niigata.jp

ご意見は、各市民センター及び企画政策室等へ持参、ま
たは郵便、ファックス、電子メールで提出してください。
提出の際は、住所、氏名、電話番号を明記してください。
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　平成２５年度における魚沼市の職員数や給与等の
概要をお知らせします。

運営状況公表

問　総務管理室　☎７９２－９２０３

人事行政

職　員　数 増減数24 年度 25 年度

普通会計

下記以外 367 人 352 人 ▲ 15 人

教　　育 55 人 54 人 ▲ 1 人

消　　防 72 人 73 人 1 人

小　　計 494 人 479 人 ▲ 15 人

公営企業等会計 111 人 102 人 ▲ 9 人

合　　　計 605 人 581 人 ▲ 24 人

部門別職員数の状況■■  ■  

※教育部門には教育長１名を含む。

区　分 標準的な職名 職員数 構成比
６級 課長 5 人 1.8％
５級 課長、室長 19 人 6.9％
４級 係長 83 人 30.2％
３級 主任 141 人 51.3％
２級 主事、技師 14 人 5.1％
１級 主事補 13 人 4.7％

合　計 275 人 100.0％

一般行政職の級別職員数の状況■■  ■  

（平成 25 年 4 月 1 日現在の数値となります）

※魚沼市給与条例に基づく給料表の級区分による職員
　数。「標準的な職名」とは、それぞれの級に該当する
　代表的な職名。

職員数の給与の状況（平成 25 年度普通会計決算）

職員数（A） 給　与　費 １人あたり
給与額（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

人 千円 千円 千円 千円 千円

482 1,800,362 323,504 621,717 2,745,583 5,732

■■  ■  
※職員手当には退職手当
負担金を含まない。職員数
は特別職（市長・副市長）
含む。

職員の主な手当の状況■■  ■  

区　分 手　当

期末手当
支給割合　2.60 月分

（6 月期 1.25　12 月期 1.35）
※管理職員は市独自削減により 2.30 月分

勤勉手当 支給割合　1.35 月分
（6 月期 0.70　12 月期 0.65）

扶養手当
・配偶者　　　13,000 円 / 月
・配偶者以外　  6,500 円 / 月
※配偶者が無い場合は 1 人目 11,000 円

住居手当
借家、借間に居住し、月額 12,000 円を超
える家賃を払っている場合、その負担額
に応じて月額最高 27,000 円まで支給

通勤手当

電車、バス等の利用者で、負担している
運賃に応じて月額最高 55,000 円まで支
給。自動車等利用者は、片道使用距離に
応じて月額 2,000 円～ 24,500 円まで支給

職員の退職手当■■  ■  

区　分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高限度

自己都合 23.03 月分 32.83 月分 46.55 月分 55.86 月分

勧奨・定年 28.79 月分 38.96 月分 55.86 月分 55.86 月分

特別職の報酬等の状況■■  ■  

区　分 給料等月額 期末手当

給料 市　長 702,000 円（780,000 円）
2.95 月分

6 月期 1.40
12 月期 1.55

副市長 555,750 円（585,000 円）

報酬
議　長 380,000 円（390,000 円）
副議長 312,000 円（320,000 円）
議　員 292,000 円（300,000 円）

※「給料等月額」の（　）内は、市独自削減前の月額です。

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

44.5 歳 317,656 円 368,284 円

平均年齢及び平均給料月額等の状況■■  ■  
※ 「平均給料月額」とは、平成 25 年 4 月 1 日における基本給の平均です。
※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居
　手当、時間外勤務手当などの全ての諸手当の額を合計したものであ
　り、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。

　詳細は市ホームページ・市役所総務課（小出庁舎）・
各市民センター等で閲覧できます。

 市報うおぬま11



 市報うおぬま 1213 市報うおぬま　2014.10.10 　

　

保育園 所在地 電話番号 定員
延長時間を含む開園時間

平日 土曜 日曜・休日

市　

立

堀之内なかよし保育園 堀之内 3910-1 794-6161 270 名

7:00 ～ 19:00

7:00 ～ 19:00

休園

佐梨保育園 佐梨 777-4 792-0634 75 名
7:00 ～ 19:00

（佐梨保育園で実施）
ひがし保育園 佐梨 356 792-6320 60 名

伊米ヶ崎保育園 虫野 1897-8 792-1095 90 名

つくし保育園 七日市 275-1 792-1191 150 名 7:00 ～ 19:00
（つくし保育園で実施）つくし保育園　ひかり分園（予定） 宇津野 618 795-2356 45 名

ふたば西保育園 山口 20-1 799-2227 160 名 7:00 ～ 19:00
（２園で週ごとに交代）ふたば東保育園 今泉 1995-1 799-2058 160 名

守門保育園 須原 4403 797-2002 90 名 7:00 ～ 19:00

私　

立

小出保育園 小出島 598 792-3434 180 名 7:00 ～ 22:00 7:00 ～ 22:00 7:00 ～ 22:00

清心保育園 四日町 277-1 792-5144 50 名 7:00 ～ 19:30 7:00 ～ 19:00 休園

■市内保育園一覧（市立９園、私立２園）

■保護者の求職活動を理由とした入園について
「保護者の求職活動」を理由に保育園を利用される場合で、就労しない状態が入園から一定期間経過したときは、

保育の実施解除（退園）の決定を受けることがあります。

　

各
保
育
園
ま
た
は
子
ど
も
課
ま

で
。
申
込
書
類
は
各
保
育
園
に
あ
り

ま
す
。

保育園・幼稚園

申し込みの受付を開始します

平成 27 年度

　

来
春
に
保
育
園
・
幼
稚
園
の
利

用
を
希
望
す
る
方
の
申
し
込
み
受

付
を
開
始
し
ま
す
。
お
住
ま
い
の

地
区
に
関
係
な
く
、
市
内
の
ど
の

施
設
で
も
希
望
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問　子ども課　☎７９４－６０２７

■
受
付
期
間

保
育
園

　

保
護
者
が
働
い
て
い
る
場
合
や

病
気
な
ど
の
た
め
に
家
庭
で
保
育

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、

家
庭
の
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育

す
る
施
設
で
す
。

１０
月

１５
日
㈬

　
　

～
１１
月

１４
日
㈮

■
延
長
保
育

　

保
護
者
の
勤
務
時
間
等
の
都
合

で
、
通
常
の
保
育
時
間
を
超
え
て

保
育
が
必
要
な
場
合
に
お
預
か
り

す
る
「
延
長
保
育
」
を
、
市
内
す

べ
て
の
保
育
園
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

■
途
中
入
園

　

平
成
２７
年
度
中
に
保
護
者
が
産

休
明
け
、
育
休
明
け
で
仕
事
に
復

帰
さ
れ
る
ご
家
庭
な
ど
、
未
満

児
（
平
成
２４
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ)

の
年
度
途
中
入
園
に
つ
い

て
は
各
保
育
園
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
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文
部
科
学
省
の
幼
稚
園
教
育
要

領
に
基
づ
い
て
幼
児
を
教
育
す
る

施
設
で
す
。

■
市
立
幼
稚
園
受
付
期
間

■
私
立
幼
稚
園
受
付
期
間

幼稚園名 所在地・電話 定員 保育時間 授業料等（月額）

市　

立

守門幼稚園 須原 4397-1
☎ 797-2270 5 歳児：35 名 平日 8:30 ～ 15:30

早朝保育・預かり保育あり
授業料：6,100 円
給食費：4,200 円

入広瀬幼稚園 穴沢 246-1
☎ 796-2280

3 歳児：35 名
4 歳児：若干名
5 歳児：若干名

平日 8:30 ～ 15:30
預かり保育あり

授業料：6,100 円
給食費：4,500 円

※授業料・給食費は平成 26 年度の料金です。（新制度移行につき平成 27 年度の料金は平成 27 年 3 月頃決定）
※同時入園の第２子以降については授業料の減免があります。

幼稚園名 所在地・電話 定員 保育時間 保育料等（月額）

私

立

めぐみ幼稚園 井口新田 360
☎ 792-6768

3 歳児：25 名
4 歳児：若干名
5 歳児：若干名

平日 8:30 ～ 15:30
土曜日は園行事があるときのみ
春休み・夏休み・冬休みは希望保育あり

（平日・長期休業日いずれも早朝保育・延長保
育あり）

保育料：24,500 円　
（給食費、その他の経費含む）

入園料：20,000 円
（入園料は入園時のみ）

※保育料については平成 26 年度の料金です。平成 27 年度改定予定です。
※世帯の課税状況等により保育料の一部を補助する「就園奨励費補助金制度」があります。
※通園バス利用可（園まで 4km 以上の方はご相談ください。）
※英会話（年中児、年長児）　・茶道、習字（年長児）

■市内幼稚園一覧（市立２園、私立１園）

幼
稚
園

　

市
立
幼
稚
園
へ
の
申
し
込
み
・
お

問
い
合
わ
せ
は
、
市
立
幼
稚
園
ま
た

は
子
ど
も
課
ま
で
。

　

め
ぐ
み
幼
稚
園
へ
の
申
し
込
み
・

お
問
い
合
わ
せ
は
、
直
接
、
め
ぐ
み

幼
稚
園
へ
お
願
い
し
ま
す
。

１０
月

１５
日
㈬

　
　

～
１１
月

１４
日
㈮

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

１０
月

１０
日
㈮

　
　

～
申
し
込
み
順

　
「
子
ど
も･

子
育
て
支
援
新
制

度
」
の
導
入
に
よ
り
、
新
制
度
に

移
行
す
る
市
立
・
私
立
保
育
園
や

市
立
幼
稚
園
で
は
、
平
成
２７
年
４

月
か
ら
入
園
基
準
や
手
続
き
な
ど

が
変
わ
り
ま
す
。

■
「
支
給
認
定
」
の
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

入
園
申
し
込
み
の
際
に
、
保
育

の
必
要
性
に
つ
い
て
「
認
定
」
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
在

園
児
は
、
現
在
利
用
し
て
い
る
園

を
通
じ
て
平
成
２７
年
１
月
頃
に
申

請
書
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。）

■
保
育
料
・
授
業
料
が
変
わ
り
ま

す
。

　

新
制
度
で
は
、
保
護
者
の
所
得

に
応
じ
た
負
担
を
基
本
と
し
て
、

国
が
定
め
る
基
準
を
上
限
に
市
が

設
定
し
ま
す
。
料
金
の
決
定
は
平

成
２７
年
３
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
延
長
保
育
の
取

り
扱
い
な
ど
も
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
私
立
め
ぐ
み
幼
稚
園
は
、
現
行

制
度
の
ま
ま
継
続
し
ま
す
の
で
、

入
園
申
込
み
の
手
続
き
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

来年度から保育園・幼稚園の
入園手続きと料金が変わります
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８月５日～７日まで広島を訪れ、
平和記念式典に参加してきた中学
生の皆さんの作文を掲載します。

　

被
爆
者
で
あ
る
竹
岡
智
佐
子
さ

ん
か
ら
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

八
月
六
日
、
智
佐
子
さ
ん
は
、
久

し
ぶ
り
に
仕
事
が
休
み
に
な
り
、

友
だ
ち
と
海
に
行
く
約
束
を
し
て

い
ま
し
た
。
支
度
を
し
て
、
外
を

歩
い
て
い
た
時
、「
パ
ッ
」
と
強
い

光
と
と
も
に
智
佐
子
さ
ん
は
一
瞬

に
し
て
数
メ
ー
ト
ル
吹
き
飛
ば
さ

れ
、
気
を
失
い
ま
し
た
。
意
識
が

戻
っ
た
智
佐
子
さ
ん
は
急
い
で
家

に
戻
る
と
、
体
中
ひ
ど
い
や
け
ど

を
負
い
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
体
に

突
き
刺
さ
っ
た
近
所
の
人
た
ち
の

姿
を
見
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
無
残

な
姿
に
と
て
も
驚
い
た
そ
う
で
す
。

智
佐
子
さ
ん
は
、
気
が
動
転
し
な

が
ら
も
広
島
市
内
へ
向
か
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
道
ば
た
に
皮
膚

が
真
っ
黒
に
焼
け
こ
げ
た
大
勢
の

人
が
倒
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

負
傷
し
な
が
ら
も
、
倒
れ
て
い

る
人
た
ち
に
必
死
に「
死
ぬ
ん
じ
ゃ

な
い
よ
。」
と
声
を
か
け
続
け
ま
し

た
が
、
何
の
反
応
も
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
智
佐
子
さ
ん
自
身
も
怪

我
を
負
っ
て
い
な
が
ら
、
弱
音
を

吐
か
ず
に
傷
つ
い
た
周
囲
の
人
々

の
手
当
て
を
必
死
で
行
っ
た
気
丈

さ
は
本
当
に
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

私
が
智
佐
子
さ
ん
と
同
じ
よ
う

な
場
所
に
い
た
ら
、
自
分
の
こ
と

で
精
一
杯
に
な
り
、
と
て
も
周
囲

の
人
を
気
遣
う
余
裕
は
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
智
佐
子

さ
ん
は
終
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
へ
行

き
、
被
爆
者
と
し
て
体
験
を
訴
え

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
人
々
は
智

佐
子
さ
ん
の
体
験
を
聞
い
て
、
初

め
て
原
爆
の
威
力
、
恐
怖
を
知
っ

た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
涙
を
流
し
な
が
ら
智

佐
子
さ
ん
に
対
し
て
謝
罪
し
た
そ

う
で
す
。
思
い
出
す
こ
と
も
辛
い

自
分
の
体
験
を
、
原
爆
を
落
と
し

た
ア
メ
リ
カ
の
人
々
に
対
し
て
訴

え
た
智
佐
子
さ
ん
の
勇
気
は
本
当

に
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

同
時
に
、
原
爆
の
威
力
を
知
り
、

日
本
に
謝
罪
し
た
ア
メ
リ
カ
を
含

む
核
保
有
国
に
は
、
絶
対
に
核
兵

器
を
使
わ
な
い
で
ほ
し
い
と
心
か

ら
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
突
然
原
爆
を
落
と
さ
れ
、

何
も
か
も
失
い
、
何
十
年
と
残
る

心
の
傷
を
負
わ
せ
た
戦
争
は
、
絶

対
に
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
と
強

入
広
瀬
中
学
校
３
年　

　
　
　
　
　
　

 

大
島　

の
の
か

ヒロシマ
をたずねて
ヒロシマ

2014

く
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
智
佐
子
さ
ん
は
、「
平

和
は
命
で
繋
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

命
も
平
和
で
繋
が
っ
て
い
る
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

智
佐
子
さ
ん
が
伝
え
て
き
た
こ
と

を
、
後
の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
く

こ
と
が
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、こ
れ
か
ら
も
「
平

和
」
と
「
命
」
に
つ
い
て
学
び
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ら
い
だ
っ
た
の
で
、
実
際
に
広
島

に
行
き
、
原
爆
ド
ー
ム
や
原
爆
の

子
の
像
を
見
て
も
本
当
に
あ
っ
た

こ
と
だ
と
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
原
子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
て

大
き
な
被
害
を
受
け
、
た
く
さ
ん

の
人
が
苦
し
ん
だ
と
は
、
ま
る
で

何
か
の
物
語
を
聞
い
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
で
も
、
被
爆
資
料
や
被

爆
者
の
遺
品
な
ど
を
展
示
し
て
い

る
広
島
平
和
記
念
資
料
館
を
見
学

し
、
当
時
の
こ
と
を
授
業
で
受
け

る
内
容
よ
り
も
詳
し
く
知
る
こ
と

で
、
平
和
で
あ
っ
た
方
が
絶
対
に

良
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
和
記
念
資
料
館
に
は
、
被
爆

し
た
直
後
の
人
の
ジ
オ
ラ
マ
も
展

示
し
て
あ
り
、
怖
い
と
感
じ
る
物

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
壊
れ
た
屋

根
の
瓦
も
あ
っ
て
、
触
っ
て
も
良

い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
何

で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
る
の
か
考

え
る
と
怖
く
て
触
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
落
と
さ
れ
た
原
子
爆
弾
の
説

明
も
あ
り
、
私
は
そ
の
時
代
に
生

き
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
苦
し

ん
だ
わ
け
で
も
な
い
け
れ
ど
、
核

を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。
全
て
を
見
学

し
て
、
今
の
時
代
を
生
き
る
私
た

被
爆
者
体
験
講
話
を
聞
い
て

　

悪
い
も
の
、
怖
い
も
の
と
は
何

で
し
ょ
う
。
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら

求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
は
何
で
し
ょ
う
。

　

私
は
今
ま
で
、
戦
争
に
つ
い
て

よ
く
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
社
会
の
授
業
で
聞
く
く

- 前編 -

　

小
出
中
学
校
３
年　

　
　
　
　
　
　
　

森
山　

帆は
ん
な菜

平
和
の
た
め
に

　
　

私
た
ち
が
考
え
る
こ
と

ち
に
は
想
像
も
で
き
な
い
く
ら
い

多
く
の
命
が
亡
く
な
り
、
建
物
も

ほ
と
ん
ど
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
け
れ
ど
今
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

て
も
過
去
の
こ
と
な
の
で
変
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
今
の
広
島
は

都
会
に
発
展
し
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
同
じ
こ

と
が
起
き
て
は
良
い
は
ず
が
な
く
、

悲
し
い
記
憶
を
展
示
し
て
い
る
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ず
っ
と
見
て

い
る
こ
と
が
で
き
な
い
物
ま
で
展

示
し
て
い
る
の
は
、
戦
争
を
知
ら

な
い
私
た
ち
に
そ
の
恐
ろ
し
さ
を

伝
え
る
た
め
に
必
要
な
の
だ
と
い

う
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
事
を
し
な
く
て
も
私
た
ち
が

進
ん
で
平
和
な
世
の
中
を
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
願
い
は
、

原
爆
ド
ー
ム
な
ど
の
被
爆
し
た
物

を
見
て
写
真
を
撮
っ
て
終
わ
り
に

す
る
の
で
は
か
な
い
ま
せ
ん
。
私

た
ち
一
人
一
人
に
何
が
で
き
る
の
か

平
和
に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

戦
争
が
も
た
ら
し
た
も
の
、
平

和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
今
ま
で

あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
私
が
、
広

島
に
行
き
こ
の
作
文
を
書
く
こ
と

　

竹
岡
さ
ん
の
被
爆
者
体
験
講
話

を
聞
き
、
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
体
験
講
話
の
内
容
は
、

戦
争
中
の
話
、
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
と
き
の
話
、
そ
し
て
そ
の
後
の

話
で
し
た
。

　

竹
岡
さ
ん
の
講
話
を
聞
き
、
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
と
き
、
お
び
た

だ
し
い
数
の
人
が
亡
く
な
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
竹
岡
さ
ん

は
、「
近
所
の
人
は
体
に
ガ
ラ
ス

の
破
片
が
た
く
さ
ん
刺
さ
り
、
血

ま
み
れ
で
は
あ
る
が
生
き
て
い
る

人
が
い
た
。

　

し
か
し
、
爆
風
の
熱
風
で
全
身

大
火
傷
。顔
の
原
型
が
な
く
な
り
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
誰
が
誰
だ
か
わ

か
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
状

況
を
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
自

分
に
は
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
さ
ら
に
想
像
で
き
な
い
話
が

続
き
ま
し
た
。「
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
後
、
状
況
を
確
認
す
る
た
め

近
く
の
山
に
登
っ
て
み
る
と
、
一

軒
の
家
も
な
く
な
っ
て
い
て
、
一

面
が
焼
け
、
何
も
な
く
な
っ
て
い

た
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。

　
「
慣
れ
親
し
ん
だ
故
郷
が
一
瞬

に
し
て
消
え
た
こ
と
に
激
し
い
怒

り
を
感
じ
た
。」
と
も
。
も
し
、

自
分
が
そ
の
場
に
い
た
ら
同
じ
こ

と
を
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。

　

原
爆
投
下
時
、
竹
岡
さ
ん
の
お

母
さ
ん
は
仕
事
へ
行
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
竹
岡
さ
ん
は
、
心
配
に

な
り
捜
し
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　

お
母
さ
ん
の
働
い
て
い
る
所
に

着
く
と
誰
一
人
も
い
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
す
ぐ
そ
の
場
の
橋
を

覗
い
て
み
る
と
水
面
が
見
え
な

い
ほ
ど
の
死
体
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
水
を
吸
っ
て
膨
れ
上
が
っ
て

誰
が
誰
だ
か
分
か
ら
な
い
も
の
ば

か
り
。
そ
ん
な
状
況
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
ん
な
中
、
お
母
さ
ん
を

捜
し
、
数
日
後
お
母
さ
ん
に
再
会

し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
の
お
母

さ
ん
は
右
目
を
く
り
抜
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
自
分
た
ち
に
講
話
を
し
て
く

れ
た
竹
岡
さ
ん
は
、
現
在
は
普
通

に
語
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
当

時
は
す
ご
く
辛
か
っ
た
だ
ろ
う
な

と
感
じ
ま
し
た
。

　

話
の
終
わ
り
に
、
竹
岡
さ
ん

は
「
平
和
と
命
は
一
体
。」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
通
り

だ
と
自
分
も
思
っ
た
し
、
す
ご
く

心
に
残
る
話
で
し
た
。
竹
岡
さ
ん

は
、
大
き
な
怒
り
を
持
っ
た
は
ず

で
学
ん
だ
こ
と
を
よ
り
深
く
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
広
島
を

知
る
こ
と
は
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
。
少
し
ず
つ
で
も
平
和
の

輪
が
大
き
く
世
界
に
広
が
っ
て
い

き
ま
す
よ
う
に
。

＊
11
月

１０
日
号
に
湯
之
谷
中
学
校
、

守
門
中
学
校
、
堀
之
内
中
学
校
の
代

表
者
の
作
文
を
掲
載
し
ま
す
。

広
神
中
学
校
３
年　

　
　
　
　
　
　
　

若わ
か
つ
き槻　

永と

わ遠

被
爆
者
体
験
講
話
を
聞
い
て

な
の
に
や
り
返
す
の
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
に
話
を
す
る
こ
と
で
、

『
原
爆
は
い
け
な
い
ん
だ
』
と
世

界
に
訴
え
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

は
と
て
も
す
ご
い
こ
と
で
す
。
今

回
の
被
爆
者
体
験
講
話
を
聞
い

て
、
戦
争
や
原
爆
の
悲
惨
さ
を
知

り
、
よ
り
一
層
に
平
和
で
あ
る
今
、

生
き
て
い
る
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ

ま
し
た
。

　

今
回
広
島
へ
派
遣
事
業
で
行
っ

た
と
き
、広
島
は
「
都
会
だ
な
ぁ
。」

と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
人

が
た
く
さ
ん
い
て
、
お
店
や
大
き

な
建
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
町
並

み
が
と
て
も
キ
レ
イ
で
し
た
。
よ

く
テ
レ
ビ
で
み
る
都
会
の
イ
メ
ー

ジ
と
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
。

　

竹
岡
さ
ん
の
話
を
聞
き
、戦
後
、

原
爆
で
何
も
な
い
町
が
こ
ん
な
に

変
わ
っ
た
の
か
と
思
う
と
本
当
に

驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
和
の

大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
自
分
の

こ
の
経
験
を
生
か
し
、
平
和
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
け
た
ら
良
い
な

あ
と
思
い
ま
す
。

　平和記念資料館にて
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■８月の相談件数
　　　　…１０８件
　・電話　　４８件
　・来庁　　３５件
　・その他　２５件
{

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
５2

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

ＵＵ

ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

　商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
１１１

　未来を担う子どもたちに、ものづくりの楽しさを

知ってもらうため、「夏休みものづくり教室」が開催

されました。本教室は、県立魚沼テクノスクールと市

内製造業者で組織する魚沼市ものづくり振興協議会

（U-big）との共催で行われています。

　魚沼テクノスクールの先生と学生が講師となり、①

発電体験（電気施設科）、②セッコウ手形づくり（エ

クステリア左官科）、③木製フォトスタンドづくり（木

造建築科）の 3つのテーマで開催。

　各教室からは、子どもたちの元気な声があふれ、楽

しんで体験をしている姿が見られました。「くぎを打

つところが楽しかった」「天気が悪くてあまり走らな

かったので、晴れた日にまた走らせたい」などの感想

からも、子どもたちは自分でつくる事の楽しさに、すっ

かり魅了された様子。講師も「ものづくりの楽しさ

や難しさなどに、子ど

もの頃に触れる場面を

増やしていくことが大

事」と、ものづくりに

触れる環境の重要性を

語ります。

　今後も、子どもたちがものづくりへの興味や関心を

持ち、創造性を育める教室を続けていきます。

子どたちに、ものづくりの楽しさをー。

　行政相談は、国の仕事や手続きなどに対して「説明や措
置などに納得がいかない」「苦情がある、困っている」「制
度や仕組みが分からない」と言った苦情や要望を受け付け、
公平・中立な立場からその解決の促進などを図る制度です。

16

８月２０日　夏休みものづくり教室開催

主
な
行
政
相
談
の
内
容

　

医
療
保
険
、
年
金
、
老
人
保
健
・
福
祉
、

交
通
安
全
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
、
登
記

事
務
、
道
路
、
生
活
衛
生
、
郵
便
、
消
費
者

保
護
、
窓
口
の
サ
ー
ビ
ス　

相
談
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
（
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

②
行
政
苦
情
１
１
０
番　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
☎
０
５
７
０
・
０
９
０
１
１
０
）

③
魚
沼
市
の
行
政
相
談
委
員

問　商工振興室　☎７９２－９７５３

　

相
談
は
自
宅
で
お
受
け
す
る
ほ
か
、
人
権

な
ん
で
も
相
談
と
合
同
で
地
域
を
巡
回
し
て

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
次
回
の
合
同

相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日　

１１
月
６
日
㈭
１３
時
～
１６
時

場　

北
部
振
興
事
務
所
（
守
門
庁
舎
）

行
政
相
談
週
間

き
き
ま
す　

と
ど
け
ま
す

　

あ
な
た
の
声
を
行
政
に

10

月
20 日から 26 日

　

星　

新
治

☎
７
９
９
・
２
９
５
７

　

細
井
雅
子

☎
７
９
２
・
１
１
８
１

　

森
山
順
子

☎
７
９
２
・
４
３
１
２

　

穴
沢
邦
男

☎
７
９
７
・
３
７
９
１

ど
こに入るかな

～

■予防接種の受け忘れありませんか？
　予防接種は、乳幼児の時に受けるものが多くありま

す。特に接種回数の多い四種混合、日本脳炎、不活化

ポリオ、ヒブ、小児肺炎球菌の追加接種を忘れている

人が多くみられます。母子健康手帳で確認をし、受け

忘れにご注意ください。

■風しんワクチン接種費用を助成しています
　風しんの流行と先天性風しん症候群の予防のため

に、予防接種費用の一部を助成しています。風しん抗

体検査を受け、抗体価が低いまたは陰性となった人で、

次の条件のいずれかにあてはまる人が対象です。

　ア．妊娠を希望する女性
　イ．妊娠を希望する女性の夫、同居家族
　ウ．風しん抗体価が低いまたは陰性である妊婦の夫、
　　　同居家族
※特に、ア・ウに該当する人は、積極的に接種をご検討

ください。

■新しい予防接種が追加されました
　・水痘（水ぼうそう）
　・高齢者肺炎球菌
　病気の予防として大切なものです。通知が届いたら内

容をよく確認して受けてください。

確かな接種で

　自然の宝庫「尾瀬」には、毎年たくさんの児童
が訪れています。
　1000 人の児童絵画展では、尾瀬環境学習推進事
業（新潟県・魚沼市）、魚沼尾瀬学校（魚沼市）、
魚沼移動教室（東京都文京区）の参加児童を対象に、
児童の交流を深めるとともに学習成果を絵画を通
じて公表します。
　魚沼特使で国画会会員である審査委員長の星兼
雄氏が、出品児童と語り合うトークイン「話そう！

1000人の児童絵画展「魚沼から行
く尾瀬」

問　観光振興室（尾瀬ルート活性化委員会）　☎７９２－９７５４

尾瀬の魅力と絵のたのしさ」などのイベントを行い
ますので、ぜひご参加ください。

日　10 月 18 日㈯～ 26 日㈰　午前９時～午後５時
　　　　　　　　 ※ 26 日は午後３時まで
場　魚沼市地域振興センター
主催：尾瀬ルート活性化委員会
共催：魚沼市・（一社）雪国観光圏

問　健康増進室　☎７９２－９７６３

健康　うおぬま健康　うおぬま №
00健康　うおぬま №
65
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守る健康

　高齢者インフルエンザ予防接
種の予約・受入が各医療機関で
開始されています。希望される
方は、かかりつけの医療機関等
へお問い合わせください。

　文京区立柳町小学校児童作品 　井口小学校児童作品

尾
瀬
ゴ
ー
ル
ド
賞

2013



フォトス
ケ
ッ
チ
う
お
ぬ
ま
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い

い顔みっ
け

最
終
コ
ー
ナ
ー
の
大
接
戦

９
月

２６
日　

魚
沼
市
小
学
校
親
善
陸
上
大
会

　市内小学校の５・６年生が広神西小学校に集い、トラック種目やフィール

ド種目などの陸上競技で熱戦を繰り広げました。最後のリレーでは、各学校

が一丸となり元気のいい声援を送ります。「最後は任せた」「俺に任せろ」と

言わんばかりに、思いの詰まったバトンが次々につながれていきました。

　今回のセールは魚沼市内の６つの商工会の事業者

が、市内全域で行う初めての事業で、魚沼市制施行

１０周年を記念して行われました。抽選券の応募総数

は、約４７万枚にものぼり、各商工会会長や大平市長、

会場を訪れた一般参加者３名が、抽選を行いました。

当たるかな～　４７万枚もの大盛況
ー ９. １５　うおぬまザ・チャンスセール１０抽選会

 堀之内 十五夜まつり ９月１２日～１４日 

　煙火大会、神輿パレード、民謡流しなど多くのイベントが行われ盛り上
がりました。なかでも神輿パレードは地域の絆の集大成。「エイサー」の
掛け声とともに、堀之内は神輿の熱気に包まれました。

市報うおぬま19 

　県麺類飲食業生活衛生同業組合魚沼支部と守門民生

委員によるこの慰問も今年で５２回を数えます。学園

の建替工事により、既存の厨房での調理は今回が最後

となります。２代続けて携わる方は感慨もひとしおの

様子。１００食が振る舞われ、利用者は大満足でした。

先代から慣れ親しんだ厨房で腕前披露
ー ９. １４　魚沼学園ラーメン慰問
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日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講講師　演演題・出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Ｈホームページ　他その他　申申し込み
ＭＥメール　問問い合わせ

2014年10月10日号

10.10

お知らせ版

魚
沼
市

報

う お
ぬ ま

く
　
ら
　
し

 ◆
新
潟
県
の
最
低
賃
金
が　

改
正
さ
れ
ま
す

　

１０
月
４
日
か
ら
従
来
の
時
間
額

７
０
１
円
か
ら
１４
円
引
き
上
げ
ら

れ
、
７
１
５
円
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
低
賃
金
引
上
げ
に
向

け
た
業
務
改
善
助
成
金
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
５
・
２
５
０
・
７
７
５
９

ま
た
は
、
小
出
労
働
基
準
監
督
署

 ◆
大
型
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
仲
介

日
１０
月
１９
日
㈰
１３
時
～
１５
時

場
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
（
エ
コ
プ

ラ
ン
ト
隣
）

内
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
学
習

 ◆
環
境
美
化
運
動
に
協
力
を

　
「
行
楽
シ
ー
ズ
ン
ポ
イ
捨
て
ご

み
の
一
掃
」
及
び
「
環
境
美
化
の

啓
発
」
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

期
１１
月
３
日
㈷
㈪
ま
で

他
期
間
を
過
ぎ
て
も
各
地
区
の
実
施

日
に
合
せ
て
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
対
策
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
６

 ◆
議
会
報
告
会

対
ど
な
た
で
も
問
議
会
事
務
局

☎
７
９
９
・
４
６
０
２

11/4 ㈫
いずれも１９時から

高
倉
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

横
根
み
ず
ほ
会
館

11/5 ㈬

七
日
市
・
七
日
市
新
田
集

落
セ
ン
タ
ー

新
保
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

11/6 ㈭

田
戸
農
事
集
会
所

浦
町
公
民
館

◦土地取引の届出について

　国土利用計画法では、法定面積以上の土地取引を行った場合、市

町村を経由して県知事に届出することを義務づけています。届出を

しなかったり、偽りの届出をすると罰せられることがあります。忘

れずに手続きをお願いします。

◦法定面積

・市街化区域…２，０００㎡以上

・市街化区域を除く都市計画区域…５，０００㎡以上

・都市計画区域外の区域…１０，０００㎡以上

※個々の取引面積が小さい場合でも、総面積が法定面積以上になる

　場合は、届出が必要です。

◦届出義務者

　土地の権利取得者（売買であれば買主）

◦届出期限

　契約（予約を含む）の日から起算して２週間以内

１０月は土地利用月間です 問企画政策室☎７９２・１４２５

 ◆
上
越
新
幹
線
夜
間
訓
練

日
１０
月
２３
日
㈭
２２
時
３０
分
～
２４
日

㈮
５
時

内
上
下
列
車
各
１
本
（
新
潟
新
幹

線
車
両
基
地
～
越
後
湯
沢
駅
間
）

他
時
刻
は
変
動
す
る
場
合
あ
り
。

問
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
新

潟
支
社
担
当
・
中
島
・
中
村

☎
０
２
５
・
２
４
８
・
５
１
８
１

☎
０
２
５
・
７
９
２
・
０
２
４
１

入広瀬地域文化祭

日１１月２日㈰・３日㈷㈪
　９時～１７時（最終日は１２時まで）
場入広瀬スポーツセンター
◦ドライフラワー体験コーナー
日１１月３日㈷㈪９時～１１時３０分
定先着５０人
◦ハガキ絵の手ほどきコーナー
日１１月２日㈰１０時～１５時
◦職人技の披露わら細工・菅細工
日１１月２日㈰１０時～１５時
◦中学生の「リサイクルショップ」
日１１月３日㈰１０時～１１時

各地域文化祭スタンプラリー

　各会場に備え付けの応募用紙を持参して全地域の文化祭を巡り、感想をお寄せください。抽選でプレゼントを
贈呈します。応募はどの会場からでも可能です。

堀之内地域文化祭

期１１月１日㈯～１１月３日㈷㈪
　９時～１７時（最終日は１５時まで）
場堀之内体育館アリーナ

守門地域文化祭

日１１月２日㈰・３日㈷㈪
　９時～１７時（最終日は１５時まで）
場須原第一体育館
◦茶席
日１１月２日㈰１０時～１５時
￥一服３００円

小出地域文化祭

期１１月１日㈯～１１月３日㈷㈪
　９時～１７時（最終日は１５時まで）
場小出郷体育館
他白象展（同時開催）
◦茶席
日１１月３日㈷㈪９時３０分～１５時
￥一服３００円

湯之谷地域文化祭

期１１月１日㈯～１１月３日㈷㈪
　９時～１７時（最終日は１５時まで）
場地域振興センター（道の駅隣）コ
　ンベンションホール
◦茶席
日１１月１日㈯～３日㈷㈪１０時～１５時
￥一服３００円

広神地域文化祭

期１１月２日㈰・３日㈷㈪
　９時～１７時（最終日は１５時まで）
場広神体育センターおよび
　広神コミュニティセンター
◦茶席
日１１月２日㈰１０時～１５時
　１１月３日㈷㈪１０時～１４時
￥一服３００円

市内６会場 文化祭 問魚沼市文化協会事務局（小出郷文化会館内）
☎７９２・８８１１

※会場ごとに開催日が異なります。11/1～11/3

魚沼市総合防災訓練

自分の安全は自分で守る
自分たちの地域は自分たちで守る

10⁄19㊐ ８：００から

交通安全の日　日１０月１０日　毎月１０日は交通安全家庭の日です。自動車のライトは、上向き・
下向きで何ｍ先まで照らせるのでしょうか。なぜ上向きが基本なのか家族で話し合ってみましょう。

禁煙の日　日１０月２２日　毎月２２日は、シンボルマークの２羽の白鳥が寄り添う姿から「スワン
スワンで禁煙を！」をスローガンとしています。あなたも禁煙をはじめませんか？

机
、
イ
ス
、
タ
ン
ス
、
ベ
ビ
ー
用

品
を
低
価
格
で
販
売
し
ま
す
。

◦
取
扱
い
品
…
家
具
類
、ベ
ビ
ー
用
品
、

自
転
車
な
ど
大
型
不
用
品
（
壊
れ
て
い

る
物
の
受
入
や
家
電
製
品
、
衣
類
、
食

品
、日
用
雑
貨
等
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
）

◦
個
人
で
の
不
用
品
の
搬
入
・
搬

出
…
１３
時
～
１５
時

問
魚
沼
市
消
費
者
協
会
事
務
局

（
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

問危機管理室☎７９２・９２１４

■安全に避難できる体制の確認を

　避難場所や避難経路を確認す

るほか、自主防災会（自治会）

による避難訓練へ積極的に参加

しましょう。

■サイレンが鳴ったら安全行動を

　８時の防災無線サイレンを合

図に、市全域で大規模な地震が

発生したと想定し、各自が安全

行動（頭を守って動かないなど）

をとってください。自己の安全

を確保した後、各自主防災会が

実施する避難訓練に参加し、避

難場所まで移動してください。

■情報の確認を

　サイレン終了後に携帯電話へ

緊急速報メール配信及びＢＳＮ

データ放送による情報発信訓練

を実施しますので、メールやテ

レビを確認しましょう。

￥大人２００円
　子ども（中学生以下）１００円
■オープンセレモニー
　日１０月２５日㈯１０時から
■きり絵体験
　日１０月２５日㈯
　①１１時から②１４時から
　対小学生以上
主催：関口コオきり絵の世界
　　　にいがた魚沼展実行委員会
問生涯学習課☎７９４・６０７３

目
黒
邸
資
料
館
　
秋
の
企
画
展

関
口
コ
オ
き
り
絵
の
世
界

　
　
～
に
い
が
た
魚
沼
展
～

　
日
本
の
き
り
絵
芸
術
の
第
一
人
者
で
世
界
的
に
も

評
価
の
高
い
関
口
コ
オ
さ
ん
の
作
品
で
す
。

10⁄25土～
11⁄９日
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健
康
・
福
祉

 ◆
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
新
潟
２
０
１
４

手
作
り
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
キ
ル
ト
募
集

◦
募
集
期
間
…
１１
月
４
日
㈫
～
１２
日
㈬

◦
展
示
会

①
１１
月
２２
日
㈯
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新

発
田
、②
１１
月
３０
日
㈰
イ
オ
ン
モ
ー

ル
新
潟
南
、
③
１２
月
中
（
予
定
）

申
問
新
潟
県
福
祉
保
健
部
健
康

対
策
課
感
染
症
対
策
係

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
２
０
０

 ◆
薬
と
健
康
の
週
間
と　
　

新
潟
県
大
麻･
覚
せ
い
剤

乱
用
防
止
運
動

◦
薬
と
健
康
の
週
間

期
１０
月
１７
日
㈮
～
２３
日
㈭

◦
新
潟
県
大
麻･

覚
せ
い
剤
乱
用

防
止
運
動

 ◆ 

１０
月
は
が
ん
検
診　
　
　

受
診
率
５０
％
に
向
け
た　

集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

　

国
民
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
に

な
り
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

検
診
で
は
、
自
覚
症
状
が
な
い

初
期
段
階
の
が
ん
を
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
日
寝
る
前
に
歯
を
み
が
く
こ

と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
、
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受

け
る
こ
と
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
増
進
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

 ◆
長
岡
断
酒
新
生
会
創
立

２０
周

年
記
念
大
会
・
市
民
ア
ル

コ
ー
ル
問
題
公
開
セ
ミ
ナ
ー

日
１０
月
２６
日
㈰
１３
時
～
１５
時
３０
分

場
長
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
大
ホ
ー
ル
（
長
岡
市
水
道
町
３

丁
目
５
番
地
３０
）

内
記
念
講
演
「
健
康
で
安
全
な
生

活
の
た
め
に
（
ア
ル
コ
ー
ル
に
飲

ま
れ
て
た
ま
る
か
）」

講
河
渡
病
院
名
誉
院
長
・
和
泉
貞

次
さ
ん
￥
無
料
申
不
要

問
大
会
実
行
委
員
長
・
星

☎
７
９
２
・
１
９
７
３

 ◆
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

日
１１
月
１１
日
㈫
９
時
～
１７
時

場
寺
泊
き
ん
ぱ
ち
の
湯

内
介
護
者
同
士
の
交
流
会

対
市
内
在
住
の
在
宅
で
介
護
を
し

て
い
る
人
￥
２
、５
０
０
円

〆
１０
月
２４
日
㈮（
定
員
に
な
り
次
第
）

定
４０
人
申
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
９
７
・
４
８
８
２

 ◆
小
千
谷
・
魚
沼
認
知
症

フ
ォ
ー
ラ
ム

◦
テ
ー
マ

認
知
症
の
在
宅
福
祉
医
療
連
携
の

た
め
に
必
要
な
情
報
は
何
か

日
１１
月
８
日
㈯
１４
時
～
１６
時

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 ◆
魚
沼
き
の
こ
を
使
っ
た　

オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
募
集

◦
テ
ー
マ

「
大
満
足
！
き
の
こ
料
理
を
堪
能
！
」

◦
応
募
条
件

①
必
ず
き
の
こ
を
２
種
類
以
上
使

う
こ
と
（
色
ん
な
き
の
こ
を
た
っ

ぷ
り
使
う
と
高
評
価
で
す
）

②
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
り
、
他
へ
の
応

募
や
公
表
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

③
誰
で
も
作
ら
れ
る
「
簡
単
」
な

レ
シ
ピ
で
あ
る
こ
と

生
涯
学
習
・
公
民
館

 ◆
守
門
ふ
る
さ
と
教
室（
細
野
地
区
）

　

守
門
地
域
の
各
集
落
を
回
り
、

地
域
の
お
宝
を
再
発
見
し
歴
史
や

文
化
を
学
び
ま
す
。

日
１０
月
２３
日
㈭
９
時
３０
分
～
１１
時

３０
分（
９
時
２０
分
細
野
神
社
に
集
合
）

講
山
之
内
喜
七
さ
ん
（
並
柳
）

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

申
守
門
公
民
館
☎
７
９
７
・
２
２
６
１

 ◆
お
は
な
し
読
ん
で
！　
　

守
門
・
入
広
瀬

◦
守
門
会
場

日
１０
月
２３
日
㈭
１５
時
３０
分
～
１６
時

 ◆
０
～
３
才
向
け　
　
　

だ
っ
こ
で
お
は
な
し

日
１０
月
２４
日
㈮
１０
時
３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

内
子
ど
も
を
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
し
な

が
ら
、
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。
絵
本
「
ど
ん
ぐ
り
こ

ろ
ち
ゃ
ん｣

、
大
型
絵
本
「
だ
る

ま
さ
ん
が｣

な
ど
を
読
み
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も
問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２
・
０
３
３
７

 ◆
山
下
健
康
教
室

日
１０
月
２６
日
㈰
１３
時
３０
分
～
１５
時

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

演
健
康
～
動
け
る
体
・
笑
え
る
心
～

講
中
級
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
・
山
下
美
弥
子
さ
ん
（
元
全
日

本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
・
ソ
ウ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
）

対
ど
な
た
で
も
定
５０
人
￥
無
料

 ◆
親
子
Ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
教
室

み
ん
な
で
楽
し
く
、
お
い
し

い
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
作
ろ
う
！

日
１１
月
９
日
㈰
９
時
～
１２
時

場
小
出
北
部
公
民
館
（
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ
隣
り
）
３
階

調
理
実
習
室
・
学
習
室

内
お
肉
を
練
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
、
腸
に
詰
め
て
、
ボ
イ
ル
し
て

試
食
。
残
り
は
、
お
土
産
と
し
て

お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

講
米
山
均
さ
ん

対
親
子
（
子
ど
も
は
年
長
以
上
）

定
先
着
１０
組
￥
１
組
１
、０
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク
・

タ
オ
ル
・
持
ち
帰
り
用
の
タ
ッ
パ

〆
定
員
に
な
り
次
第

申
湯
之
谷
公
民
館（
平
日
９
時
～
１６
時
）

☎
７
９
２
・
０
５
３
０

ス
ポ
ー
ツ

 ◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
長
杯　

争
奪
戦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
１０
月
１９
日
㈰
開
会
式
８
時
か
ら

場
薬
師
運
動
広
場
、
井
口
小
学
校

 ◆
富
士
山
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
Ⅳ
「
箱
根

金
時
山
と
樹
海
ト
レ
ッ
ク
」

日
１１
月
１５
日
㈯
・
１６
日
㈰

１５
日
㈯
５
時
小
出
郷
福
祉
セ
ン

タ
ー
出
発
、
帰
り
は
１６
日
㈰
１８
時

３０
分
帰
着
予
定

場
１
日
目
…
神
奈
川
県
箱
根
金
時

山
、
２
日
目
…
山
梨
県
富
士
河
口

湖
町
青
木
ケ
原
樹
海

内
今
年
は
箱
根
か
ら
の
ビ
ュ
ー
ス

ポ
ッ
ト
、
乙
女
峠
と
金
時
山
か
ら

富
士
山
を
眺
め
ま
す
。
２
日
目
は

前
回
好
評
だ
っ
た
樹
海
氷
穴
の
別

コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

講
２
日
間
プ
ロ
ガ
イ
ド
が
案
内

対
団
体
行
動
で
遅
れ
な
い
体
力
の

あ
る
人
（
初
中
級
コ
ー
ス
）

￥
ｅ
ス
ポ
会
員
１
９
、０
０
０
円

 ◆
学
生
招
待
舞
台
公
演　

「
ネ
ズ
ミ
の
涙
」
一
般
席
販
売

　

ネ
ズ
ミ
の
涙
は
米
粒
よ
り
小
さ

い
。
け
れ
ど
、
地
球
よ
り
重
い
。

舞
台
は
縁
の
下
の
戦
場
。
あ
っ
ち

こ
っ
ち
の
前
線
を
旅
し
て
回
る
テ

ン
ジ
ク
ネ
ズ
ミ
の
「
天
竺
一
座
」

の
物
語
。

日
１０
月
２９
日
㈬
開
演
１３
時
３０
分
、

開
場
１３
時

場
小
出
郷
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

￥
一
般
２
、０
０
０
円
（
指
定
エ

リ
ア
内
自
由
席
）

演
オ
ペ
ラ
シ
ア
タ
ー
こ
ん
に
ゃ
く

座
（
台
本
・
演
出
：
鄭
義
信
）

他
座
席
は
学
生
招
待
舞
台
公
演
の

た
め
、
招
待
学
生
席
の
後
方
に
な

り
ま
す
。
当
日
、
受
付
で
代
金
を

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

問
小
出
郷
文
化
会
館

☎
７
９
２
・
８
８
１
１

食育の日　日１０月１９日　今月のテーマ：災害時の食の備えについて　３日分程度の食料は自分
で備えましょう。食べ慣れている缶詰など日持ちのするものを買い置きしておくと便利です。

小
出
郷
文
化
会
館

一
般
２
０
、０
０
０
円
（
昼
食
代

は
別
）
持
登
山
用
具
及
び
昼
食

定
３０
人
〆
定
員
に
な
り
次
第

申
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

魚
沼
☎
７
９
３
・
７
１
６
６

グ
ラ
ウ
ン
ド
他

内
一
般
の
部
・
女
性
の
部

対
原
則
登
録
チ
ー
ム
（
登
録
外

チ
ー
ム
も
可
）
〆
１０
月
１４
日
㈫

￥
登
録
チ
ー
ム
２
、０
０
０
円

未
登
録
チ
ー
ム
５
、０
０
０
円

◦
抽
選
会
日
１０
月
１６
日
㈭
１９
時

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申
事
務
局
・
山
本
℻
７
９
２
・
３
４
２
５

☎
０
９
０
・
１
５
３
３
・
１
４
９
４

〆
１０
月
２４
日
㈮
（
当
日
受
付
可
）

申
広
神
公
民
館
☎
７
９
９
・
３
２
２
７

場
守
門
公
民
館
図
書
室

◦
入
広
瀬
会
場

日
１０
月
２４
日
㈮
１６
時
～
１６
時
３０
分

場
入
広
瀬
子
ど
も
の
家

内
絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

と
工
作

対
小
学
校
低
学
年
ま
で
申
不
要

問
広
神
図
書
館
☎
７
９
９
・
３
２
２
７

期
１０
月
１
日
㈬
～
１１
月
３０
日
㈰

内
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

大
麻･

覚
せ
い
剤･

危
険
ド
ラ
ッ

グ
の
使
用
、
所
持
は
絶
対
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

問
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

☎
７
９
２
・
８
６
１
２

◦
応
募
方
法

　

専
用
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
載
の
う
え
、
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。（
メ
ー
ル
で
も
応
募
可
）

〆
１１
月
２８
日
㈮（
当
日
消
印
有
効
）

申
問
〒
９
４
９
︲
６
６
８
０

南
魚
沼
市
六
日
町
９
６
０
番
地

魚
沼
き
の
こ
・
山
菜
振
興
協
議
会

（
南
魚
沼
地
域
振
興
局
林
業
振
興
課
内
）

☎
０
２
５
・
７
７
２
・
８
２
６
６

Ｍinfo@
uonum

akinoko.jp

Ｈhttp://w
w
w.uonum

akinoko.jp/

他
応
募
用
紙
は
魚
沼
き
の
こ
・
山

菜
振
興
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
南
魚
沼
地
域
振
興
局
林
業
振

興
課
に
あ
り
ま
す
。

　

優
秀
作
品
に
は
、
魚
沼
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
と
魚
沼
き
の
こ
の
詰
め
合

わ
せ
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

 ◆
求
職
者
支
援
訓
練　
　
　

簿
記
Ｏ
Ａ
事
務
科
受
講
生

期
１１
月
１３
日
㈭
～
２
月
１２
日
の
平
日

場
目
黒
総
合
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
堀
之

内
２
７
１
８
番
地
６
）

内
簿
記
・
仕
訳
・
就
職
支
援
・
文

書
作
成
・
帳
票
作
成
技
能
の
取
得

￥
無
料（
別
途
教
材
費
１
３
、５
２
７
円
）

定
１２
人
〆
１０
月
２２
日
㈬

問
申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
出

☎
７
９
２
・
８
６
０
９

募
　
　
　
集

 ❶
繁
盛
店
づ
く
り
事
業　

（
入
門
コ
ー
ス
）

　

手
軽
に
で
き
る
魅
力
あ
る
個
店

づ
く
り
と
、
活
性
化
へ
の
ヒ
ン
ト

を
つ
か
み
ま
す
。

日
１１
月
７
日
㈮
①
１５
時
～
１８
時
、

②
１９
時
～
２１
時

内
①
公
開
臨
店
研
修
…
堀
之
内
３

店
舗
に
て
、
個
店
の
課
題
に
即
し
た

専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施

②
全
体
研
修
…
堀
之
内
商
工
会
館

に
て
、
繁
盛
店
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

講
①
②
と
も
に
水
井
澄
人
さ
ん

対
市
内
の
商
業
関
係
者
ど
な
た
で
も

〆
１０
月
３１
日
㈮

他
全
国
商
店
街
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

商
工
振
興
室

問
申
☎
７
９
２
・
９
７
５
３

 ❷
繁
盛
店
づ
く
り
事
業　

（
実
践
コ
ー
ス
）
全
体
研
修

日
１１
月
１０
日
㈪
１９
時
～
２１
時

内
繁
盛
店
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
小
出
地
区
の
５
店
舗
の
中
間

報
告
を
行
い
ま
す
。
過
去
の
研
修

参
加
者
が
取
組
状
況
を
紹
介
し
、

意
見
交
換
し
ま
す
。

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

講
水
井
澄
人
さ
ん

対
市
内
の
商
業
関
係
者
ど
な
た
で
も

〆
１１
月
４
日
㈫

講
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
新
潟
県
立

小
出
病
院
院
長
・
布
施
克
也
さ
ん

対
認
知
症
ケ
ア
に
関
心
の
あ
る
人

な
ら
ど
な
た
で
も
￥
無
料
申
不
要

問
介
護
福
祉
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
５
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各
種
相
談
等

 ◆
電
話
に
よ
る
不
動
産
取
引

無
料
相
談
会

日
１０
月
１８
日
㈯
・
１９
日
㈰
１０
時
～
１６
時

内
不
動
産
取
引
の
ト
ラ
ブ
ル
や
苦

情
な
ど
（
秘
密
厳
守
）

持
相
談
す
る
不
動
産
に
係
る
全
て

の
書
類
（
契
約
書
な
ど
）
を
電
話

口
に
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
（
公
社
）
全
日
本
不
動
産
協
会

新
潟
県
本
部

☎
０
２
５
・
２
３
０
・
３
２
８
８

10 月 16 日～ 31 日 行事カレンダー
16 木 みんなあつまれげんきっこ（9：00/ 小出保育園）

プラネタリウム定期投影（19:00/堀之内公民館）
17 金

18 土

土木フェア（10:00/ メイン会場小出 IC 付近道
路工事現場、サブ会場響きの森公園）
ブックスタート（10:00/ 広神図書館）
アートのつぼみ「うた」
（14:00 ～ 15:50/ 北部公民館 2F会議室）

19 日

魚沼市総合防災訓練（8:00/ 市内全域）
第３日曜日休日窓口（8:30～12:00/小出庁舎のみ）
日曜なんでも相談会・要予約
（8:30/ 市民相談センター）

リサイクルハウス（13:00～15:00/エコプラント隣）
文化協会１５周年記念「大芸能まつり」
（10:00/ 小出郷文化会館）

20 月
21 火 めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/めぐみ幼稚園）
22 水

23 木

年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出ボランティ
アセンター）要予約　長岡年金事務所
☎ 0258･88･0006
めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/めぐみ幼稚園）
秋のおはなし読んで ! 守門（15:30/ 守門図書室）
結の灯りメモリアルコンサート
（黙祷 17:56、開演 18:20/ 小出郷文化会館）

24 金
だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）
秋のおはなし読んで ! 入広瀬
（16:00/ 入広瀬子どもの家）

25 土

関口コオきり絵体験（11:00、14:00/目黒邸資料館）
骨髄バンク休日ドナー登録要予約☎025・772・8142
（10:00 ～ 15:00/ 北里大学保健衛生専門学院）

グループりゅう秋の絵画展
（２６日まで 10:00 ～ 17:00/ 銀山寺）

26 日
27 月 第７回農業委員会総会（13:00/ 広神庁舎）
28 火

29 水 オペラシアターこんにゃく座「ねずみの涙」
（13:30/小出郷文化会館）

30 木

31 金 第４期納期限（後期高齢者医療保険料）
第５期納期限（市・県民税、固定資産税、介護
保険料、国民健康保険税）

子育て情報メール配信サービスをご利用ください　くわしい内容は「魚沼市ホームページトップ＞
子育て・教育＞子育て情報メール配信サービス開始」　Ｈ http://www.city.uonuma.niigata.jp/

乳幼児健診
種類 対象生年月日 期日 受付 会場

乳児（４か月児） 平成 26 年 7 月 27 日㈭

13:00
～

13:15

小出子育て
支援センター

1 歳６か月児 平成 25 年 4 月 5 日㈬

湯之谷保健
センター２歳児 平成 24 年 11 月 12 日㈬

３歳児 H23.11.1 ～ 11.20 19 日㈬

持母子健康手帳、問診票
・「平成 26 年度魚沼市乳幼児健診等のご案内」とは対
　象者が変更になっていますので注意してください。
・参加できない場合は事前にご連絡ください。
・感染症にり患、またはその疑いがある場合は、ご連絡
　のうえ、治癒してからお越しください。

小出子育て支援センターぱぴぷ  ☎ 792・6356
名称 日時 内容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 28 日㈮ 10:45～ 11:00 対１１月生まれ

土曜開放日

1 日
8 日 9:00 ～ 11:30 広場を開放します

8 日 10:00 ～ 11:00 親子で運動遊び
（要申込）講 e スポ

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00
身長・体重計測
（栄養士同席）

10･17 日
㈪

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 14:30

離乳食や食事の相
談ができます。

午後から閉館する場合があります。
詳細は「月のおたより」をご覧ください。

堀之内子育て支援センター　☎ 794・2158
名称 日時 内容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊びなど

わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 18 日㈫ 10:45～11:00 対１１月生まれ

身長・体重計測 18 日㈫   9:00 ～ 12:00

すくすく広場（親子ふれあい広場）  ☎ 792・6356
会場 日時 内容

守門健康センター 14 日㈮ 10:00 ～ 11:00
風船で遊ぼう

入広瀬保健センター 21 日㈮ 10:00 ～ 11:00

子育て支援センター11月 問健康増進室
☎ 792・9763

11月 児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・１歳よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期日 受付 会場

離乳食講習会
ステップ 1

H26 年 8 月生の
乳児の養育者

4 日
㈮

9:30
～

9:45 小
出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

離乳食講習会
ステップ２

H26 年 4 月生の
乳児の養育者

11 日
㈫

離乳食講習会
ステップ３

H25.12 と H26.1 生の
乳児の養育者

18 日
㈫

1 歳
よちよち教室

（親子遊び、
歯磨きなど）

平成 25 年 11 月生 25 日
㈫

9:15
～

9:30

持母子健康手帳
◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。

 ◆
グ
ル
ー
プ
り
ゅ
う
秋
の
絵
画
展

日
１０
月
２５
日
㈯
・
２６
日
㈰
１０
時
～

 ◆
魚
沼
倫
理
法
人
会　
　

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

日
１０
月
２９
日
㈬
６
時
～
７
時

場
小
出
ホ
テ
ル
オ
カ
ベ

演
災
害
と
ラ
ジ
オ

講
Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
代
表
取
締
役
・

脇
屋
雄
介
さ
ん
￥
無
料

問
魚
沼
倫
理
法
人
会
・
鰐わ
に
ぶ
ち渕

☎
７
９
２
・
９
８
３
７

１７
時
場
銀
山
寺
（
国
道
１７
号
線
沿

い
佐
梨
信
号
付
近
）

内
パ
ス
テ
ル
画
・
油
絵
３０
点
展
示

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

問
尾
山
☎
７
９
２
・
０
８
８
７

 ◆
六
花
園
祭

　

消
防
車
、ア
ル
パ
カ
も
や
っ
て
く
る
！

日
１０
月
２６
日
㈰
１０
時
～
１４
時

場
六
花
園（
堀
之
内
２
１
９
７
番
地
１
）

内
野
菜
・
味
噌
の
詰
め
放
題
、
フ

ラ
ン
ク
・
た
い
焼
き
等
の
模
擬
店
、

介
護
体
験
、
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
、

わ
た
あ
め
作
り
体
験
、
和
太
鼓
演

奏
、
よ
さ
こ
い
演
舞

問
障
害
者
支
援
施
設
六
花
園

☎
７
９
４
・
３
９
８
０

 ◆
月
岡
公
園
ユ
リ
球
根
掘
り
体
験

日
１０
月
２５
日
㈯
１０
時
～
１１
時
（
雨

天
中
止
）
球
根
が
な
く
な
り
次
第
終

了
。
中
止
の
場
合
は
入
口
に
看
板
を

設
置
。
場
月
岡
公
園
内
花
広
場

内
球
根
は
１
人
１
袋
ま
で
（
当
日

指
定
袋
配
布
）
対
ど
な
た
で
も

持
軍
手
、
長
靴
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど

申
不
要
他
ク
ワ
な
ど
振
り
上
げ
て

使
用
す
る
用
具
類
は
使
用
禁
止

※
安
全
性
確
保
の
た
め
ス
タ
ッ
フ

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
Ｊ
Ａ
北
魚
沼
園
芸
特
産
課

☎
７
９
４
・
３
９
９
２

 ◆
第

２１
回
「
井
口
汪ひ
ろ
しの
世
界
」
展

内
家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
、
身
近

な
自
然
な
ど
の
油
絵
の
絵
画
を
３０

～
４０
点
を
展
示
し
ま
す
。

日
１０
月
２４
日
㈮
～
２６
日
㈰
９
時
～

１７
時
３０
分
場
小
さ
い
記
念
館
（
親

柄
２
１
９
番
地
・
広
神
西
小
学
校

近
く
）
￥
入
場
無
料

問
小
さ
い
記
念
館
代
表
・
吉
田

☎
７
９
９
・
２
０
０
４

 ◆
時
局
講
演
会
「
東
ア
ジ
ア

情
勢
と
日
本
の
対
応
」

　

韓
国
、
北
朝
鮮
問
題
の
第
一
人

者
と
し
て
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
活

躍
し
て
い
る
重
村
さ
ん
の
講
演
会

で
す
。

日
１０
月
２３
日
㈭
１８
時
３０
分
～
２０
時

場
堀
之
内
商
工
会
大
研
修
室

講
重
村
智
計
さ
ん
（
早
稲
田
大
学

教
授
）

￥
無
料
問
堀
之
内
商
工
会

☎
７
９
４
・
２
４
３
３

 ◆
星
空
と
天
体
観
察

日
１０
月
２２
日
㈬
１９
時
３０
分

場
星
の
家
天
体
観
測
室「
ス
バ
ル
」

（
雨
天
時
は
室
内
で
活
動
）

内
オ
リ
オ
ン
座
流
星
群
を
見
よ
う

講
須
原
天
文
台
星
の
家
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

対
５
歳
以
上
定
先
着
２０
人

￥
５
歳
幼
児
７０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円
、
高
校
生
以
上
２
０
０
円

申
北
部
振
興
事
務
所

☎
７
９
７
・
２
３
６
０

 ◆
講
演
会　
　
　
　
　
　

「
本
」
大
好
き
っ
子
を
、
魚

沼
い
っ
ぱ
い
に
し
ま
し
ょ
う

日
１０
月
２１
日
㈫
１９
時
か
ら

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
本
を
読
む
イ
コ
ー
ル
生
き
る
チ

カ
ラ
で
あ
り
、
変
革
・
未
来
は
、

子
育
て
か
ら
で
す
。

講
子
ど
も
司
書
推
進
全
国
協
議
会

理
事
長
・
高
信
由
美
子
さ
ん
（
元

福
島
県
矢
祭
町
教
育
長
）

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

問
こ
れ
で
い
い
の
か
魚
沼
市
民
の

会
・
岩
井

☎
０
９
０
・
１
６
９
３
・
０
６
８
８

 ◆
魚
沼
絵
画
ク
ラ
ブ
展
覧
会

期
１０
月
１１
日
㈯
～
１３
日
㈷
㈪
９
時

～
１７
時
（
最
終
日
は
１５
時
ま
で
）

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
小
出
郷
文
化
会
館

☎
７
９
２
・
８
８
１
１　

 ❷
長
岡
高
専
「
平
成

２７
年
度

入
試
」
説
明
会

日
１０
月
２４
日
㈮
１８
時
～
２０
時
３０
分
、

１１
月
２９
日
㈯
１０
時
～
１１
時
３０
分

場
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

対
入
学
志
望
者
と
そ
の
保
護
者
等

内
学
校
概
要
説
明
、
入
試
説
明

 ❶
長
岡
高
専
学
園
祭
に
お
け

る
入
学
説
明
・
学
科
紹
介

日
１０
月
３１
日
㈮
１４
時
～
１５
時
、
１１

月
１
日
㈯
～
２
日
㈰
１１
時
～
１２

時
、
１４
時
～
１５
時

場
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

対
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
や
先

生
等

内
入
学
説
明
、
高
専
の
各
学
科
の

展
示
、
紹
介

長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校　

学
生
課
教
務
・
入
試
グ
ル
ー
プ

問
申
☎
０
２
５
８
・
３
４
・
９
４
３
４

催
　
　
　
し
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             魚沼人
～ うおぬまびと ～

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
日
、
観

光
客
で
に
ぎ
わ
う
魚
沼
市
大
浦
の

古
民
家
「
内
田
邸
」
に
、
関
繁
信

さ
ん
の
姿
は
あ
り
ま
し
た
。

　

関
さ
ん
は
、
雲
蝶
の
生
誕

２
０
０
周
年
を
地
域
で
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
昨
年
秋
に
発
足
し
た
大

浦
雲
蝶
会
の
会
長
。
毎
週
日
曜
日

に
な
る
と
地
域
の
人
と
と
も
に
、

西
福
寺
に
ほ
ど
近
い
古
民
家
を
拠

点
に
、
地
場
産
の
野
菜
や
陶
芸
品

な
ど
の
販
売
や
昔
語
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
、
精
力
的
に
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
全
国
か
ら
訪
れ
る
お
客
さ
ん
と

話
を
す
る
の
が
楽
し
い
。
大
浦
雲

蝶
会
を
始
め
た
こ
と
で
、
地
域
の

つ
な
が
り
が
深
ま
っ
た
気
が
し
ま

す
。
石
川
雲
蝶
を
地
域
の
誇
り
と

し
て
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。」

と
関
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

取
材
に
訪
れ
た
日
も
、
野
菜
を

紹
介
す
る
元
気
の
い
い
声
。
お
客

さ
ん
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
談
笑

す
る
声
。
地
域
の
人
と
お
客
さ
ん

の
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、
こ
の
雲
蝶

会
は
雲
蝶
の
魅
力
を
発
信
す
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
人
の
生
き
が

い
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
「
と
り
あ
え
ず
、
生
誕
２
０
０
周

年
の
１
年
は
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
も
増

え
て
す
ご
く
活
気
あ
っ
て
、
楽
し

い
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、

続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」
と
関

さ
ん
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

行
楽
の
秋
、
雲
蝶
の
郷
「
古
民

家
内
田
邸
」
で
、
ほ
っ
と
一
息
つ
い

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

関　繁
しげのぶ
信さん

毎
週

日曜に開催して

ま
す

！
雲蝶にまつわる昔語り。開山堂
の観覧前後で話を聞くと、雲
蝶のイメージも広がります。

市

長
室
だ

よ
り魚

沼
市
長　

大
平　

悦
子
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魚
沼
市
役
所
の
庁
舎
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
新
聞
掲
載
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
の
中
に
は

驚
か
れ
た
方
々
も
お
ら
れ
る
も
の
と

拝
察
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
合
併
前
の
町
村
で
は
国
の

施
策
に
呼
応
し
て
様
々
な
公
共
施

設
が
フ
ル
セ
ッ
ト
で
整
備
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
施
設

の
多
く
は
老
朽
化
し
、
大
規
模
改

修
や
改
築
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
長
引
く
景
気
の
低

迷
と
相
ま
っ
て
多
く
の
施
設
に
お
い

て
、
休
眠
状
態
あ
る
い
は
粗
放
管
理

に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
行
政

改
革
こ
そ
優
先
す
べ
き
行
政
課
題

で
あ
り
、
避
け
て
通
れ
な
い
重
要
課

題
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
魚
沼
地
域
に
お
け
る
医
療

の
再
編
に
伴
う
新
た
な
医
療
機
関

の
整
備
を
は
じ
め
、
度
重
な
る
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら

「
安
心
・
安
全
」
の
基
盤
づ
く
り
こ

そ
最
優
先
課
題
と
認
識
し
、
取
り

新
庁
舎
を
考
え
る

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

懸
案
事
業
も
皆
様
の
ご
協
力
と
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
就
任
二
期
目
に

お
い
て
財
政
指
標
の
改
善
と
と
も
に

一
定
の
道
筋
が
で
き
た
も
の
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、合
併
以
来
、懸
案
と
な
っ

て
い
た
庁
舎
の
問
題
を
再
度
検
討

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
①
行
政
改

革
が
一
定
程
度
進
展
し
て
い
る
こ
と

や
、
②
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限

が
延
長
さ
れ
た
こ
と
、
③
防
災
機

能
を
見
直
す
必
要
性
が
高
く
な
り
、

庁
舎
が
防
災
の
拠
点
と
し
て
再
認

識
さ
れ
た
こ
と
等
、
ま
さ
に
満
を
持

し
て
分
庁
舎
方
式
の
解
消
に
取
り

組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

庁
舎
問
題
は
合
併
自
治
体
に

と
っ
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
合
併
前
の
町
村
の

枠
組
み
や
、
し
が
ら
み
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
も
、
庁
舎
の
建
設
が
必
要

と
考
え
ま
し
た
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、１０月２４日（金）です。

市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   reference@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
９
月

２５

日
㈭ 

ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

ＱＡ
　

今
回
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る
、
市
民
参

加
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
条
例
は
次
の
う

ち
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

①
魚
沼
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

②
魚
沼
市
未
来
ま
ち
づ
く
り
条
例

③
魚
沼
市
市
民
ま
ち
づ
く
り
条
例

　

人
、
人
、
人
。
堀
之
内
の
六
間

小
路
は
、
神
輿
の
担
ぎ
手
や
見
物

客
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
エ
イ
サ
ー
」
の
掛
け
声
と
と

も
に
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
交
差
点

に
入
ろ
う
と
す
る
瞬
間
を
パ
チ

リ
。
神
輿
に
乗
る
女
性
と
担
ぎ
手

が
、
一
体
と
な
っ
た
気
合
が
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
越
し
に
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

人口 うち外国人 増減
男 19,106 35 -33
女 19,998 148 -29
計 39,104 183 -62

世帯数 13,508 -12

人口と世帯数（Ｈ２６．９．１）

森山ユキ子　　上仲町　　　８４歳
中林　正𠮷　　山ノ手町一　８８歳
松井　市治　　住吉町　　　８０歳
関　　友二　　関下町　　　７５歳
髙橋　　進　　吉水　　　　７８歳
森山　ナツ　　田戸　　　　８７歳
杉山　幸雄　　小出稲荷町二　８３歳
栁瀨　順作　　四番町四　　８９歳
佐藤　友三　　羽根川二　　８５歳
梅澤　　博　　羽根川三　　８０歳
佐藤　ヨリ　　小出旭町　　９５歳
磯部　盛男　　川西　　　　７１歳
田中　　久　　青島下　　　３８歳
大平　寛一　　干溝　　　　８０歳
梅田　春夫　　大浦新田　　８４歳
駒野　悦光　　井口新田　　７９歳
櫻井　幸男　　七日市新田　５６歳
大桃　正己　　七日市　　　８６歳
森山　友一　　大沢　　　　８５歳
星　みき子　　宇津野　　　６４歳
星　マサヲ　　宇津野　　　９８歳
星野ミヨ子　　横瀬　　　　８６歳

高橋　　登　　栗山　　　　８３歳
酒井　道夫　　小庭名　　　６８歳
坂西　ツヨ　　茂沢　　　　８９歳
松田　定夫　　小平尾　　　８０歳
佐藤　米二　　小平尾　　　８５歳
高橋　イツ　　小平尾　　　９１歳
桑原　キミ　　田尻　　　　９６歳
山之内七郎　　山口　　　　６７歳
瀬下ミヨキ　　長松　　　　８１歳
佐藤カヅイ　　西名新田　１００歳

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

杵渕優
ゆ り な

里奈　慶太・幸子　堀之内駅前通
鈴木　紗

さ ら

良　雅人・舞　　　魚野地
半戸　明

あ か ね

音　寿男・由希子　　干溝
森山　朋

ともひさ

久　敏広・知英子　　板木  
関　　　暦

こよみ

　祐也・歩実　　　虫野  
井上　芭

は こ

胡　輝雄・磨湖　　　井口  
國下　大

ひ ろ む

夢　喜大・千春　市営広神住宅
小林みのり　直人・智子　　　中家  
髙橋　　直

なお

　健・有紀　　　　西村  
岡部　篤

あ つ と

人　幸大・妙佳　　　西村  
𠮷田　羚

りょうま

真　尚樹・倖　　西名新田  
渡辺　大

た い が

雅　亘・真奈美　　東野名  

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。（8 月 21 日～ 9 月 20 日届出分）ひとのうごき

　

中
越
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
１０

年
を
迎
え
ま
す
。
節
目
の
年
に
、
改

め
て
当
時
を
振
り
返
る
こ
と
は
大

切
な
行
動
だ
と
思
い
ま
す
。
広
報

は
今
を
伝
え
つ
つ
も
、
過
去
の
出

来
事
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
財

産
と
な
り
ま
す
。
何
を
伝
え
、
何

を
残
す
か
。
魚
沼
市
震
災
記
録
集

「
あ
の
日
か
ら
」
は
秘
書
広
報
室
☎

７
９
２・
１
４
９
４
で
購
入
（
価
格

１
、０
０
０
円
）
で
き
ま
す
。（
Ｔ
）

　

前
回
の
正
解
は
、「
②
魚
沼
コ
ホ
ー
ト
研
究
」

で
し
た
。
当
選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
律
子
さ
ん

松
井
加
代
子
さ
ん

内
山
シ
ン
さ
ん

星
一
江
さ
ん

宮
木
麻
衣
子
さ
ん
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こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
１
０
０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

この広報紙に掲載されている写真や内容等に関して無断転載を禁じます
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魚
沼
っ
子

№

２

バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
「
湯
之
谷
Ｖ
Ｓ
Ｓ　

全
国
大
会
出
場
！
」

　

湯
之
谷
Ｖ
Ｓ
Ｓ
は
平
成
９
年
に
産
声
を
上

げ
、
設
立
１８
年
目
を
迎
え
ま
す
。
９
月
７
日
に

上
越
市
で
開
催
さ
れ
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
県

大
会
で
優
勝
し
、
来
年
３
月
に
福
島
県
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
新
潟
県
代
表
と
し
て
全
国
チ
ー
ム
を
相

手
に
、
全
力
で
戦
っ
て
き
ま
す
。

　

魚
沼
の
名
を
全
国
に
知
れ
渡
せ
る
よ
う
に
、

頑
張
れ
Ｙ
Ｖ
Ｓ
Ｓ
！

がんばる
新 コーナー

児童絵画 今月は宇賀地小学校の児童の作品です
№

117

「ねむるまる」
３年  髙 橋  春 稀  さん

「わたすげとおぜぬま」
５年  須 田  芽 衣 香 さん

no.117ミニミニクッキング！
Good!

桜えびごはん（主菜）

①米は洗ってざるに上げる。ベーコンは細切りにし、
　しめじは石づきを取ってほぐす。
②炊飯器に米を入れて、２合の目盛りまで水を加え
　る。
③フライパンにごま油を中火で熱し、ベーコン、し
めじ、桜えび、コーンを炒め、しょうゆを回しいれ
てなじんだら②の炊飯器の中に入れて炊く。
④炊き上がったら、器に盛り、青のりをふる。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

エネルギー　349kcal　　たんぱく質　8.3 ｇ
脂質　6.2 ｇ　　炭水化物　64.1 ｇ　　塩分　0.9 ｇ

　ご飯は炭水化物を多く含みエネルギー源となる食品です。た

んぱく質やビタミンＢ類、食物繊維なども含みます。自分の両

手のひらに納まるサイズの茶碗に毎食１杯が適量です。よく噛

んでゆっくり食べることで食べ過ぎを防ぐことができます。

材料（４人分）
米　　　　　　　　　２合
桜えび　　　　　　２０ｇ
ベーコン　　　　　　１枚
しめじ　　　　　１パック

コーン缶　　　　８０ｇ
ごま油　　　　大さじ１
しょうゆ　　　大さじ１
青のり　　　　　　少々

市報うおぬま　2014.10.10 　


